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本田ま、桑名広域清掃事業組合 第 2回定例会を

招集いたしましたところ、 議員各位には何かとご多

用の中ご出席を賜りまして、 誠にありがとうござい

ま す。

当組合、 資源循環センターのごみ処理施設は、 特

に大きなトラブルもなく順調に稼動いたしておりま

す。 これもひとえに、 議会並びに関係各位のご理解

ご協力の賜物と深く感謝を申し上げる次第でござい

ます。 今後も、 安全で安心な施設づくりに努め、 よ

り安定的な操業を目指してまいりたいと考えており

ま す。

定例会の開会に当たり、 提出いたしました議案の

説明に先立ちまして、 現在の当組合の状況等につい

てご報告申し上げます。

平成25年度のごみの総搬入量は 5 万 1,588 トンで、
前年度と比較いたしますと 813 トン、 1.6 パーセン

トの増加となりました。
その内訳は、 ごみの種別ごとに前年度と比較しま

すと、 可燃 ごみが 4 万 5,948 トンで、 L 8 パーセ ン



トの増加、 不燃 ごみが 1,820 トンで、 0.6 パーセ ン

トの減小、 粗大ごみが 2,130 一ト ン で、 1.4 パ ー セ ン

トの 増加、 プラ ス チ ック が 1,69 0 トン で、 1.2 パ ー

セントの減小となっております。
また、 ,ごみの収集形態ごとに前年度と比較します

と、 構成市町からの収集が 34,666 トンで、 1.5 パー

セントの減少、 許可業者及び一般からの搬入が

16,922 トンで、 8.7 パーセ ントの増加となっており

ま す。

R D F 化施設につきま しては、 26,867 トンの R D

F を製造し、 隣接する三重ごみ固形燃料発電所へ発

電用の燃料として供給いたしました。
リサイクルプラザ及びプラスチック圧縮梱包施設

では、 鉄 ･アルミの金属類、 ダンボールや新聞など

の紙類、 プラスチック製容器包装など 2,527 トンの

資源化物を回収いたしました。

ごみ処理施設整備事業につきましては、 平成 25

年度に建設地地質調査及び建設地現況測量を完了し、
平成26年度は6月にごみ処理施設整備事業支援業務



について、事後審査型条件付一般競争入札を実施し、
委託業者が決定いたしました。

今後とも、 構成市町と連携を図り、 より適切な将

来のごみ処理を目指してまいりたいと考えておりま

すので、 よろしくお願いいたします。

それでは、 ただいま上程になりました議案第 13

号 平成 25 年度桑名広域清掃事業組合一般会計並
びに特別会計歳入歳出決算の認定につきまして、 そ

の概要をご説明申し上げます。

一般会計の歳入総額は、 36 億 4,254 万円余、 歳出

総額は、 34 億 5,647 万円余で、 歳入歳出差引額は

1 億 8,606 万円余となりました。

まず、 歳入の主なものについて申し上げます。
各市町からの分担金及び負担金は

24 億 4,881 万円余で、歳入総額の 67.3 % を占めてお

ります。



次に、使用料及び手数料は一般ごみ搬入時の清掃

手数料で 3 億 4,141 万円余となっております。
県支出金は、 1 億 5,290 万円余で、 発電所爆発事

故に伴う復旧工事起債償還分や管理棟など県が組合

施設を使用するものについての応分の負担金であり

ます。

財産収入は、 鉄、 アルミなど資源化物の物品売払

収入などが主なものであります。
繰入金は、 起債の償還に充てるための滅債基金繰

入金と、 ごみ処理施設整備事業特別会計へ繰り出す

ためのごみ処理施設整備基金繰入金であります。
諸収入は、 プラスチック製容器包装の品質が一定

以上確保された市町村に拠出される再商品化合理化
拠出金などでございます。

次に、 歳出の主なものについて申し上げますと、
総務費は、 2 億 4,348 万円余で職員の給料や職員手

当等の人件費が主なものでございます。
施設費のうち、 ごみ処理施設建設費は 4 億 6,806

万円余で、 ごみ処理施設整備事業特別会計への繰出
金が主なものでございます。



ごみ処理施設費は、 16 億 8,768 万円余で、 資源循

環センターなど施設全般に係る管理運営費でござい

ます。

公債費は、 10 億 5,693 万円余で、 ごみ処理施設整

備事業債と発電所爆発事故に伴うR D F 化施設復旧

工事の地方債償還金でございます。

次に、ごみ処理施設整備事業特別会計の歳入総額

は、 4 億 6,540 万円余、 歳出総額は、 4 億 6,060 万円

余で、 歳入歳出差引額は 479 万円余となりました。

まず、 歳入について申し上げますと、 繰入金は一

般会計からの繰入金 4 億 6,540 万円余で、 歳入総額

の 100 % を占めております。

次に、 歳出について申し上げますと、 総務費は

4 億 5,428 万円余で財政調整基金積立金でございま

す。

事業費は 631 万円余で、 建設地地質調査業務委託

料と建設地現況測量業務委託料でございます。



平成 25年度の決算概要は以上でございますが、こ

の決算は、 地方自治法の規定に基づき、 監査委員の

審査を経たものでありますので、 ご報告申し上げま

す。

以上、 ご上程の議案につきまして、 その概要をご

説明申し上げました。 よろしくご審議賜りますよう

お願い申し上げます。
なお、 細部につきましては、一事務局から補足説明

を申し上げますので、 よろしくお願いいたします。


